
 

 

 

“Our greatest weakness lies in giving up. The most certain way to succeed is always 

to try just one more time.” by Thomas A. Edison 
 

『私たちの最大の弱点はあきらめることにある。 

成功するのに最も確実な方法は，常にもう一回だけ試してみることだ。』 

トーマス・エジソン（アメリカの発明王・1847年 2月生） 

 

 

立春を迎え、心も新たに、図書室へ足を運んでみませんか？冬眠から覚める動物たちのように、

新しい知識で心も体もリフレッシュしてみましょう！そして寒い冬こそ、あたたかい光を感じられ

る物語で心を満たしていきましょう。バレンタインデーにちなんだ、ちょっぴり甘い物語もご用意

しています。 

 

 

 

 

  

                  

                                                                                                                            

                                                       

                                                           

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⇒３年生の貸出は２月１4日（金）終了です。  

 

＊３年生は卒業を控えているので，貸出は今月で終了となります。３年生はくれぐれも返却を 

忘れないよう注意してください。教室や家の中に本がないか，今一度確認をお願いします。 
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図書館だより 

よろしく

おねがい   

します！  
３年生の最終返却日：２月 21日（金） 

新しい本がぞくぞく図書館に入ってきています。 

新しい自分に出会える、そんな一冊がきっと見つかるはず！ 

2/22は猫の日！ 

楾大樹著 

かもがわ出版 
地球の歩き方編集部 

Gakken 

JA メディアワークス

編・出版 

スターツ出版 

佐藤清隆著 

福音館書店 

振田天著 

双葉社 

藤岡陽子著 

光文社 
村崎なぎこ著 

祥伝社 

 

ルカ・ノヴェッリ 岩崎書店 

はせがわゆうじ著 

中央公論新社 
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     司書のイチオシ本☆コーナー！ 
 

令和６年～７年に読んだ本のなかから、絶対面白い！「これ読も☆本」を紹介していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月の学校図書館・特別展示は☆ 

① 立志を迎えるみなさんへ（２年・立志式に寄せて） 

② 図書委員会・おすすめ本（お昼の放送 紹介本） 

③ 理科の本、大特集！！！（1 年理科・地学） 

④ 季節のコーナー（節分・バレンタイン特集！） 

⑤ 2/22 猫の本 たくさんそろっています！ 

          「わたしは前からあの子のことばかり考えていた。だって友だちだったから」 

『杉森くんを殺すには』長谷川 まりる著 くもん出版 

               なんとも刺激的なタイトルです。このタイトルが気になって手に取る人もいるかもしれませ

ん。高校１年のヒロが、さまざまな体験をしながら人と出会い、つながっていく話です。 

              ヒロは、相談相手のミトさんに「自分の人間性を取り戻すためにも」杉森くんを殺すしか     

ないんだと電話で話します。ミトさんはその前に「やりのこしたことをやる」「杉森くんを殺す

理由をまとめておく」道を示しました。ヒロの想いに寄り添って読んでいくことで、自分や相

談してくれた友達のお悩み解決につながる手がかりをもらえる物語です。 

『人魚が逃げた』青山 美智子 著 文藝春秋  

    ある 3月の週末、SNS上で「人魚が逃げた」という言葉がトレンド入り！どうやら「王子」

と名乗る謎の青年が銀座の街をさまよい歩き、「僕の人魚が、いなくなってしまって…逃げた

んだ。この場所に」と語っているようで、彼の不可解な言動に人々はだんだん興味を持ち始め

騒ぎは大きくなっていくのですが…。 

          そのとき、銀座にいた５人には人生の転機が来ていたのでした。王子とつかの間言葉を交わし

た彼らを待ち受ける意外な運命とは？そして、謎めいた王子は、彼の人魚と再会できるのでし

ょうか。エピローグがとても素敵な、読み終わるとほんのり気持ちが上向きになる本です。 

まったく新しい高校野球小説、開幕！『アルプス席の母』 早見 和真 著 小学館  

声のかからなかった甲子園常連校を倒すことを夢見て、湘南のシニアリーグで活躍する航太郎 

が進学を決めたのは、大阪の新興校。父を早くに亡くした母と子は二人で大阪に旅立ち、寮と家

で離れた暮らしが始まるが、練習も父母会も今までとはあまりにも違う…。親も子もそれぞれの

立場で悩み、環境の理不尽さに怒り、誰にも言えない思いを抱えて格闘します。自分とは違う立

場から物事を見る貴重な経験ができる１冊です。最後は物語の印象がガラリと変わる、最高の読

後感をお約束します！運動部だけではなく、部活に打ち込んできた人、その家族、部活にもっと

熱くなりたかった人、そして部活経験がなくとも、みんなの心に刺さる物語です。 
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